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池田町議員定数１２人が１０人池田町議員定数１２人が１０人にに
（次の一般選挙から）　　　

質　　疑 
・いっきに２人削減する根拠は？
・議会改革特別委員会を作り議会基本条例も
残り任期２年で取り組むべきではないか。
・経費を減らすためなら報酬削減は？
・減数によって町民の意見を町政に反映する
パイプを細くする。
・１８人から１２人まで減って現実に審議時間は
減っている。
・議会のチェック機能は維持できるのか。

応　　答 
・経費の削減と他町の状況も考えて住民から
信頼される議会にするため、住民参加の機
会を作ったり、テレビの議会中継も含め検
討したい。
・まだ昨年報酬審議会に結論を出してもらっ
たばかりだ。報酬削減を今はやれない。
・町民に関心を持ってもらえるよう、もっと
情報公開し、個々の議員の責任が大きくな
るからがんばらねば。
反対討論 
・新人の登竜門が狭くなる。
・町民の声が届きにくくなる。

・２６人が法定の上限だが、すでに半数以下の
12人になっている。

賛成討論 
・議員が少なくなれば地元だけでなく町全体
を考えなければならなくなる。
・議会改革（すべての会議を公開に。議員間
の討論を基本に。全議員の議会報告を。
…）をしたら10人でよい。
採　　決 

賛成１０　反対２で可決

◎議　　長 牧村　　隆
○副 議 長 遠藤　和雄
煙監査委員 竹中　芳弘
煙総務建設産業委員長 坂口　　博
煙民生文教委員長 土川　　博
煙議会運営委員長 岩谷　真海
煙広報編集委員長 森嶋　和明
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